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球状酸化亜鉛の製造方法

酸化亜鉛は、紫外線遮蔽剤として、日焼け止め等の化粧品に用いられる。
しかし、従来の製造技術では、酸化亜鉛の粒子径の制御が困難で肌触り
が悪いとされていた。さらには、製造過程で高熱での処理や不活性ガス使用
による、毒性のある排ガスによる、環境や人体への影響が懸念されている。

本発明は、粒子径が均一で単分散した球状酸化亜鉛、及び簡便かつ、低
コストで環境負荷の小さい、球状酸化亜鉛の製造方法に関するものである。
本球状酸化亜鉛は、紫外線遮蔽効果が高く、ソフトフォーカス性に優れると
共に使用感に優れる化粧料としての利用が期待できる。

概要

 化粧品原料（日焼け止め、アイシャドウ、ファンデーション等） [1] Long et al./ Journal of Nanoscience and Nanotechnology
Vol. 10, 4619–4623, 2010

[2] T.H. Le 5054 et al. / Ceramics International 38 (2012) 
5053–5059
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粒子径が均一で、単分散した球状酸化亜鉛の製造方法

材料の特性
・単一分散
・球状由来のスムースな使用感
・ソフトフォーカス性（しわ隠し効果、光学特性）
・自然な仕上がり（素肌感）

一次粒子径が2~200nmの粒子が集積
し、20~5000nmの球体を形成する
球状酸化亜鉛の製造が可能である。

左は平均粒子径が150nmの球状酸化
亜鉛のSEM画像を示す。
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